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IIJ･ 実験革具 . .
(1)/彦根系ショウジョウバエの･DDT抵抗性
I/彦取から托頒した後この系統を2宋桃に分った｡一





1丁.材料及び臭強方法 ノ ･たものは採光後 Db.T で10代淘汰した成虫を,税々
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bzv;ssb の印遼 I)T)T.で7代軸汰したがモ脚l:の汚択
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Fl'g.1. ltateof m`ergenceinrclationtoDDT-111て来た F2の1令触 J!をⅠ)I)'1､を含んだ附化 合
dosagel'nvariousstmins_.6fD,osophila ･まない何科とで脚fL,それから珊 ヒした F2の成虫
･"'elanogarter･ の炎硯咽を1_らべた｡この均分 Flの雄を突然交R.罪
の畔に5きし交配したときを ^ 交配,道l羊突然変異系
= 合= ili…?i:…aDG:o :.･;.I1:.e::.･:.･こ'sbcwa'･ss ′票 蒜 慧 賢と慧 急 呈某誌 芸慧 三孟o
Tab-1C2. F21凸1'esfromthefollowingl'a占kcrossIbw;ss早×Fl(Hikone,早5bw;ss8)8
ヽ
(2) 彦根系シヨ､サジヨウ†ヾ王の ZIDT 抵抗性の
･退位学的分析
?胴 系ショウIJゴヤ,.'ェ(? I)r)'r紙状比の_ti三雲追























如 u)では bw よ1L)も cIZのIjが一層山現率の低い
ことがわかる｡
＼､
学 節 18巻 ./

























' Table5. F2-fiies~from theLollolVinghackci･oss:_



































I-･あt.きの DDT合有区からの 吋 軸 蛸的羽化数は
･脚 5臥脚G匹となつや こたので,福岡潔の域介と同
-様に性染色作とも関係'?ないことがわかる.射Y染色


















ける sLa川現率は交叉が起った切杏でも槌妙 で恥 ､


























I (:i) 琵択栗の場合も福岡系と同掛 こ,その7)7)T




さ)した湘 允であるにもかかわらず,その DDT 拭L JL;
似 て迎l云学的lごは r.)Jじ根な約月は ･,T;したことは秘めて
歩!妹がF'1てい｡
引用,文 相

























































































































､lIukuoka､strain was polygenic,Ihut furlhcr









.- mosomal(b;qJ mu,tantstrain･~＼ ~ - ＼･
3) sea:(scabrous_)-66.7)
4) cnbw:､m (ciJna7,ar'丑-57.5),.bw(7汀mY:n
･-ト104.5)
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